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表 紙 

 
写真左：盛土した場所に建設された陸前高田市の災害公営住宅に入居開始 

(2014 年 11 月 26 日 静岡大学 牛山素行撮影) 
写真右：土石流により多数の犠牲者を生じた広島市安佐南区八木 3 丁目 

(2014 年 8 月 21 日 静岡大学 牛山素行撮影) 
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